
金融機関の整備

　甚兵衛火事によって、福島の経済は大打撃

を受けました。町内の全ての銀行６店（本店は

第
だい

六
ろく

国
こく

立
りつ

銀
ぎん

行
こう

、第
だい

百
ひゃく

七
しち

国
こく

立
りつ

銀
ぎん

行
こう

、福
ふく

島
しま

銀
ぎん

行
こう

の３店）

が焼失しましたが、第六国立銀行では公金は

無事との報告がありました。

　第六国立銀行は、1877（明治10）年県内で最

初に福島町に設立されました。第百七国立銀

行は1878（明治11）年に、福島銀行は1880（明治

13）年に創設されました。これら銀行が設立

された背景には、福島町には生糸が集まりそ

の売買がさかんで、その資金が求められたこ

とにあります。しかし、甚兵衛火事以降明治

10年代は経済不況が続き、地元銀行は厳しい経営状況となりました。この時期に東北地方で

初めての安田銀行福島支店など県外の有力銀行が多く進出してきました。

144.現在の駅前通り周辺　現在の道路で明治20年に整備された道路を■線で示した。
JR福島駅東側の現在の主要な道路が、明治20年に完成したことがわかる。

鐸
すず

木
き

三
さぶ

郎
ろう

兵
べ

衛
え
（1858～1931）

　1858（安政5）年3月現宮城県白石市生まれで、1878（明治11）年福島町鐸木家の家
か

督
とく

を相続し、鐸木三郎兵衛
（雅号：馬

ば
厳
げん

）を名乗るようになりました。甚
じん

兵
べ

衛
え

火事後の区画整理では私財を投じて力を尽くし、福島停車場開
設に伴

ともな
う市街地整備では開

かい
修
しゅう

掛
かかり

として先頭に立って活躍しました。その後、福島町初代助役、三代目町長として
福島町の発展に大きな役割を果たしました。さらに、県議会議長、衆議院議員として福島県の発展にも尽くしま
した。
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全国8番目の開設 日本銀行福島出張所
　1899（明治32）年7月、東北地方初の日本銀行福
島出張所が、現在地に開設されました。
　開設された理由は、
・ 福島町で東北二大鉄道（東北本線・奥羽南線）が交

わり、交通運搬の要衝であったこと。
・ 生糸が日本の輸出品のうち最も重要で、福島町周

辺は日本でも有数の生糸の産出地域であったこと。
・ 福島町は生糸取引高が東北全体の大部分を占め、

金融の中心も福島町であること、と言われています。

145.日本銀行福島出張所
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甚兵衛火事からの復興とまちづくり

1881（明治14）年4月25日午後4時30分頃柳町の二
に

階
かい

堂
どう

甚
じん

兵
べ

衛
え

方「みどり湯」から出火し、強

い西風にあおられ、2～3時間で当時の福島町の約8割（全戸数2155戸、焼
しょう

失
しつ

1746戸）が焼けてし

まいました。しかし、人々は町の復興に努め、翌年1月には焼失家屋のうち約9割が復興を果

たしました。

　当時の県令は狭い道路が大火を招いた原因

として、区画整理を町の人々に提案し、新た

なまちづくりが始まり、三つの事業が実施さ

れました。

　第1次事業（明治14～16年）は、県庁前付近

の街
がい

路
ろ

の新設・拡
かく

幅
ふく

事業でした。第2次事業

（1884（明治17）年）は、三
み

島
しま

通
みち

庸
つね

県令が推進し

た事業で、奥
おう

州
しゅう

街
かい

道
どう

の中央を流れていた福
ふく

島
しま

用
よう

水
すい

の埋
まい

設
せつ

と、街路の改修が主な事業でした。

第3次事業（明治17年）は、第1・2次事業以外の

街路新設及び拡幅等の改修でした。

　こうして、街路の新設・拡幅等の改修事業

により現在の旧市内のまちづくりが進む中、

1887（明治20）年、東北本線の開通に伴う福島

停
てい

車
しゃ

場
ば

（現JR福島駅）開設が予定され、その開

設場所を含めて福島町の今後のまちづくりをどう進めていくかが、町内で論議されました。

この時の鉄道会社との交渉役は鐸
すず

木
き

三
さぶ

郎
ろう

兵
べ

衛
え

ら7人でした。

　最終的に停車場が現場所に決定し、5月から町と停車場予定地の間の広い田
でん

園
えん

地
ち

帯
たい

に、鐸

木らが中心となり多くの人々の協力を得て新市街地造成が実施され、10月22日竣
しゅん

工
こう

式が行わ

れ、現在の駅前通りが完成しました。まちなか広場からJR福島駅までの間の主な道路網は

この時に完成したものです。

甚
じん
兵
べ
衛
え
火
か
事
じ
からの復興と福島町の整備

テーマ

21

143.甚兵衛火事類燃図
（県庁文書『明治14年福島大火記録』「福島町火災報告略
図」より作成）
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上：阿武隈峡　下：阿武隈川舟運図

右上：明治時代の養蚕農家　左下：旧小野家（養蚕農家）　右下：日本銀行福島出張所

　　ふくしまを行き交う人と物

江戸時代になると奥州街道 ・ 米沢街道が整備され、

交通の要衝という性格がさらに強まります。 宿場には

独自の文化が生まれ、 いまも一部に町並みを残してい

ます。 明治以降は鉄道網 ・ 道路網の要衝となり、 現在

に至るまで、 福島市域は人や物が行き交う場であり続

けています。

　　ふくしまの養蚕文化と経済発展

江戸時代の福島市域は、 生糸や蚕種等

の先進的な生産地として全国に名を馳せ、

同時に特有の養蚕文化が形成されました。

近代になると、 貿易を支える生糸等の集積

地として大きく発展を遂げ、 また日本銀行

の出張所がおかれて、 金融行政においても

重要な役割を果たしていきました。



生活・社会 信　仰 産業・生産 街道・交通 主要遺跡

旧
石
器

・本市最古の暮ら
　しの痕跡

・石器 ・学壇遺跡

縄
文

・狩猟採集など多
　彩な文化

・縄文土器
・石器
・土偶

・宮畑遺跡
・和台遺跡
・上岡遺跡
・南諏訪原遺跡

弥
生

・稲作文化
・台畑遺跡
・勝口前畑遺跡

古
墳

・集落の増加
・古墳の出現
・中央集権の波及

・稲荷塚古墳
・八幡塚古墳

奈
良
・
平
安

・中央集権国家と
　の関係
・律令国家
・木簡の出土
・律令制による支
　配の崩壊

・東北仏教の始まり
・古代寺院造営

・奥大道

・腰浜廃寺
・西久保遺跡
・北五老内遺跡
・大鳥城

鎌
倉

・中世的封建社会
　の確立

・中世武士団の信仰
・板碑・供養塔
・中世寺院造営

室
町

・八丁目城
・大森城

安
土
桃
山

・杉目から福島へ
　改称

・上杉氏による桑
　・紅花・柿など
　の栽培の奨励

江
戸

・福島藩の成立

・養蚕業の発達
・福島城下を起点
　とする産業・流
　通
・阿武隈川舟運

・奥州街道
・米沢街道
・宿場

・福島城

明
治

・福島市の誕生
・東北地方で最初
　の日本銀行福島
　支店

・国策としての交
　通網の整備と産
　業の近代化
・東北全域での生
　糸の中心地に

大
正

・昭和恐慌による
　銀行や会社の倒
　産

・養蚕・製糸業か
　ら果樹栽培へ転
　換

近
　
代

近
　
世

中
　
世

古
　
代
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原
　
始
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地
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仏
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政
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三
山
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熊
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・
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十
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観
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羽
山
信
仰
・
石
造

庶
民
の
信
仰

産
業
・
流
通
拠
点
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～身近な歴史文化を知り、まもり・いかすまちへ～

地域計画について、福島市が目指す将来像を次のとおり定めます。

１　多種多様な文化財の
　　　　　　　調査 •研究

２　文化財の保存・継承 ３　歴史文化の
　　　　　　 魅力発信・活用

①　地域で大切にされている

文化財の継続的な調査が

必要

②　既存収蔵施設は環境が適

しているとは言えないた

め、調査・研究拠点およ

び収蔵施設の整備が必要

①　指定等文化財の保存・修理・管理

の対策が必要

②　文化財に調和する周辺環境の整備

が必要

③　文化財の保存 • 継承のための経済

的・人的支援が必要

④　防災・防犯体制の構築と具体的な

取り組みが必要

①　若い世代を中心に文化財を活

用する機会の提供すること及

びその方法について検討が必

要

②　関連部局と連携し、文化財を

まちづくりや観光振興に活用

していくことが必要

①　文化財の継続的な把握と

調査を推進し保護に努め

る

②　既存収蔵施設を活用する

とともに調査 • 研究拠点

および収蔵施設の整備を

推進する

①　指定等文化財の適切な保存 • 管理

と修理・修復を行う

②　文化財の周辺環境を整備する

③　適切な保存管理のための技術的・

経済的支援と将来に亘り継承して

いくための体制を整備する

④　防災・防犯体制の構築と災害発生

時の具体的な対策を推進する

①　的確な媒体を活用した文化財

のわかりやすい情報発信を推

進する

②　文化財を展示 • 公開する機会

を増やし普及 •啓発に努める

③　関連部局や関連事業者と連携

し、ユニークベニューを取り

入れ、文化財をまちづくりや

観光振興として活用する

①　未指定文化財の継続的な

調査の推進
　　文化財リストの充実

　　未指定文化財の洗い出し

　　情報提供の募集

　　埋蔵文化財の調査

　　専門職員活用の検討

②　周辺環境の整備の推進
　　収蔵施設の確保・整備

　　郷土資料室での整理・保存

　　文化財調査室での収集・整理・

保存

③　指定等文化財の適切な保存 •管理
　　文化財パトロールの実施

　　文化財台帳の作成

　　専門機関との連携による調査・把握

　　指定等文化財の維持管理

　　個別の文化財保存活用計画の作成推進

④　周辺環境の整備の推進
　　指定等文化財の標柱・案内板の整備

　　公園等の管理

　　関連部局との連携による整備・保全

　　和台遺跡の整備・活用

　　展示館等の設置の検討

⑤　文化財の保存 •継承の推進
　　指定等文化財の修理・修繕の補助

　　文化財のデジタルアーカイブの製作・活

用

　　担い手の募集

⑥　防災 •防犯体制の推進
　　文化財パトロールの実施

　　文化財防火設備の整備推進

　　文化財防火デーの防火訓練

　　災害対策マニュアルの作成

　　防災・防犯体制の構築

　　建造物等の耐震性の評価と対策

⑦　わかりやすい情報発信の推進
　　市ホームページの更新

　　市政だよりへの定期掲載

　　SNS を活用した情報発信

⑧　文化財の展示 • 公開等による

普及 •啓発の推進
　　様々な場所での展示・公開

　　ユニークベニューの実施

　　講演会の実施

　　シンポジウムの開催

　　各施設での体験事業

　　市内小中高生との連携

　　若者に焦点を当てた市内文化財ツ

アーの実施

⑨　まちづくりや観光への活用の

推進
　　文化財周遊イベントの開催

　　ぴ～ぐ～♡会の各種イベント実施

　　観光部局等との連携によるイベント

の開催

　　既存イベントとの連携した企画検討

　　文化財関連グッズ・キャラクター開

発

　　旧広瀬座の活用

基
本

方
針

課
　
　
題

基
本
方
針

具
体
的
な
施
策

「目指す将来像」に向けて、次の３つの基本方針を定め、それに対する課題、方針、具体的な施

策を示します。

文化財の保存・活用に関する将来像と課題・基本方針・具体的な施策



市民・文化スポーツ部文化振興課

国・県

・危機管理室
・政策調整部　広聴広報課
・政策調整部　地域共創課
・商工観光部　観光交流推進室
・市民・文化スポーツ部　生活課
・都市政策部　都市計画課
・都市政策部　公園緑地課
・教育委員会　学校教育課
・教育委員会　生涯学習課
・各学習センター
・各小中学校
・福島市消防本部

共創・連携

・文化庁
・福島県教育庁文化財課

庁内関連部局

指導
・
助言

・各地域の町内会等
・文化財所有者・所有団体
・福島市観光コンベンション協会
・じょーもぴあ・遺跡の案内人
・民家園活用推進協議会
・民家園のつどい

団　体 民　間

・一般市民

・福島県立博物館・歴史資料館
・福島大学
・福島学院大学
・各地域の歴史団体
・福島市振興公社

専　門

・福島市文化財保護審議会
・福島市文化振興審議会

団　体

共　創

共創・連携

連携

審議・助言

奥州街道～大名は駕
か
籠
ご
で通り、芭

ば
蕉
しょう
は歩いてきました～

　江戸時代になると、大名の参勤交代や産業・経済の発展に伴う米や物資の輸送、そして伊
い

勢
せ

参
まい

りに代表される庶
しょ

民
みん

の旅が盛んになり、交通制度が発達しました。

　旧国道4号がほぼ江戸時代の奥州街道でした。当時の交通手段は徒歩が主で、一日の移動

距離は10里（約39㎞）が一般的でした。そのため宿泊や休
きゅう

憩
けい

・食事のために一定の距
きょ

離
り

ごとに

宿
しゅく

駅
えき

を設
もう

けました。奥州街道では、南から八
はっ

丁
ちょう

目
め

宿（松川町）－福島城下－瀬
せの

上
うえ

宿の3つの宿

駅がありましたが、八丁目宿と福島城下の間には伏
ふし

拝
おがみ

の急坂があったので、中間の宿場とし

て若
わか

宮
みや

宿と清
し

水
みず

町
まち

（根
ねっ

子
こ

町
まち

）宿が設けられました。宿駅には、宿
やど

屋
や

（食事を出す旅
はた

籠
ご

や自炊をする

木
き

賃
ちん

宿）や食事処の他、輸送に使う馬が休み、荷物を付け替える問
とん

屋
や

場
ば

や鍛
か

冶
じ

屋・桶屋など

の職人の店などがありました。陸奥・出羽のほとんどの大名は、奥州街道・羽州街道・米沢

街道を通り、福島城下を通って参勤交代をしました。

交通の整備　街道と舟運テーマ

13

95. 旧米沢街道石畳
（李平地内）

藩主板倉重
しげ
寛
ひろ
の福島城への初入部旅程

　1704（宝永元）年藩主重寬が初めて福島城に入る時の旅程
は、板橋街道を通って宇都宮へ、そこから奥州街道を北上す
る7泊8日の旅でした。宿泊地は次のとおりでした。

８月　7日：鴻
こうの

巣
す

（埼玉県鴻巣市）  
　　　8日：佐野（栃木県佐野市）
　　　9日：宇都宮（栃木県宇都宮市）
　　 10日：喜

き

連
つれ

川
がわ

（栃木県さくら市）
　　 11日：芦

あし

野
の

（栃木県那須町）
　　 12日：須賀川（須賀川市）
　　 13日：八丁目（松川町）

コラム

小坂宿

桑折宿

笹木野宿

福島城下
米沢街道⑵

米
沢
街
道
⑴

奥
州
街
道

羽
州
街
道

清水町宿
若宮宿

八丁目宿

瀬上宿

李平宿

庭坂宿

大森宿

板谷宿

96.福島市域の主な街道と宿駅
凡例
○ 米沢街道（1）は、17世紀後半の上杉氏支配の

終わり頃までの米沢街道
○ 米沢街道（2）は、17世紀後半以降の米沢街道　　　

 は福島市域境界

38
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福島市における文化財保護に関する行政は、令和元（2019）年度に教育委員会から市長部局の

所管となり、市民・文化スポーツ部文化振興課が、文化財保護業務と埋蔵文化財関連業務を兼ね

て本市の文化財関係業務全般を所管しています。

文化財の保存・活用の推進にあたっては、文化庁や福島県教育庁文化財課の指導・助言のもと、

福島市文化財保護審議会の諮問を求め、関連部局との連携や、市民の方々や各種団体、専門家と

の共創により、進めてまいります。

福島市文化財保存活用地域計画　概要版

発行年月日：令和　年　月
編集・発行：福島市
　　　　　　福島県福島市五老内町 3番 1号

文化財保存・活用の推進体制

左から、大波住吉神社の三匹獅子舞ならびに鬼舞、下鳥渡供養石塔、旧米沢街道石畳（李平地内）、旧広瀬座


